
「撞隆意鐘脩骰は電飩鞣修
‐
m量 1薔‐轟の声を多数いただいています

育児との両立に不安を抱えるBさん

「会社って、変わつて<れるんだな」と実感しました。

育体を終え0寺短勤務で職場復帰 しましたが、    ‐

む毎日。そんなとき被肉研修で社悔壼さん饉鑽念しヽ横した。

社労童さんは、まず私の希望を聞いて<れたうえで、そのため何をすべきなのかアドバイスし
てくれました。家庭面では子育てと家事の分担方法を探ること。キャリア面では会社に希望を正

直に伝えること。「轟分で抱え込穣な娠ヽ電亜としヽ多言難がガソンとき額した。
また社労主さんは会社にも働きかけ、希望に応じた配置転換やシッター費用の補助といつた就

業制度の整備を会社と一緒にやつて<れて「念牲参て、変わつてくれるんだな壺とすごく実態移

介護による部下の離職を876ぎたいK社長

顧間社労士の助言で社員が介護をしながら働き続けられる会社に。

鰺颯  器湛島をたててくれました
血液検査で0響鮮喪|こ麟難してしヽ馬こなが判明.慶ら鍾蝿詩難饉詈

ニ ックに陥りました。時給制のため休んだ分収入が減り生活に支障が。そんなとき病院で開かれ

ていた社労主さんによる病g

行つてみることにしました。

の存在を知り、藁をもつかむ思いで

社労士さんはまずは妻のがん治療を優先すること、そして自身につしヽてはなるべ<入院の必要
のない治療を医師と相談し、会社にも病1犬を話して年次有給体暇をとりながら治療してい<とい

う選鱗を解 しV急だき験し鮭。
0寺総制でも年次有給体暇があることすら矢□らなかつたので、知識と簸ヽわ面でも動かり議したし
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長年会社の屋台骨を担い音:下の信頼も厚い∧課長が最近ミスを連発。仕事中もどこかうつろな

様子で何かあつたのではと心配していました。会社も休みがちになり事情を間<ことに。すると

|           、 | |    だということが分かりました。

A課長は会社にな<てはならない存在です。すぐに            |‐   | ‐

。介護保険制度の活用や介護体暇の整備など働<ための環境を整え、A課長が無理なく働き続

けられるよう残業の少ない部署への配置転換と週3日勤務を本人に提案することにしました。

会社の方針を本人に伝えると喜んでは<れましたが周りに迷惑がかかるのではと躊躇している

様子。最終的には本人に つも元気に働いて<れ
ています。また社労士さんは周囲の理解促進も重要だと助言、社内で両立支援に関する研修を開

催することにしました。これからも社員が働き続すやす継ヽ躍覇を、社蕩童さんと―・・繕|こな警て纂

きたしヽと考えています。
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賃金・評価制度の

設計、運用
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作成・見直し

職場トラブルの
未然防止・円満解決

人材の

確保・育成・定着

労働社会保険の手続

年金の相談・手続
勁成金の手続き

両立支援に向けた人事“労務管理は社労士にご相談ください !


